
わたしの議会。 No.169

2019
11

平成30年度決算の概要�� ２
常任委員会報告��� ３～５
議員別表決結果��� ５～６

一般質問�������７～ 11
ＴＯＢＡミライトーク報告� 11
きらり輝く人達、他���� 12

とば市議会だより 目次

８月18日　議会開放デーで市長や議長、議員体験



2わたしの議会。

9月
議会報告

平成 30 年度一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定
ほか、鳥羽市印鑑条例の一部改正についてなど、議案
25 件と発議５件、請願４件を審議しました。

○ 寄附金は、主にふるさと納税の減により前年対比３億2,404万8,000円減となりました。
○ 地方交付税は、前年対比１億3,727万4,000円増の35億1,280万9,000円となりました。
○ 財政調整基金残高は、１億6,000万円取崩6,000万円積立の５億7,756万8,000円となりました。
○ 職員の退職者数増加により、平成16年度以来職員退職手当基金を１億円取崩しました。
○ 都市計画事業基金、地方創生拠点整備交付金基金を初めて積立てました。
　 平成30年度の決算は、一般会計では実質収支が３億4,322万円の黒字となり、前年度の実質収支を差し引いた単

年度収支においても１億3,094万6,000円の黒字となりました。
　 また、特別会計では実質収支において国民健康保険事業で１億376万3,000円、介護保険事業で8,915万3,000円、

後期高齢者医療で526万1,000円の黒字となっており、５事業の合計で１億9,817万9,000円の黒字となりました。

　平成30年度における一般会計、特別会計の決算状況は下表のとおりです。

　　　　 　区分

会計

歳入決算額 歳出決算額
歳入歳出
差 引 額

（形式収支）

翌年度へ
繰り越す
べき財源

実質収支 平成29年度
実質収支

平成30年度
単年度収支

Ａ Ｂ Ｃ（A-B） Ｄ Ｅ（C-D) Ｆ Ｇ（E-F）

一般会計 11,670,878 11,240,885 429,993 86,773 343,220 212,274 130,946

特
別
会
計

国民健康
保険事業 2,984,425 2,880,662 103,763 0 103,763 97,654 6,109

介護保険
事業 2,810,073 2,720,920 89,153 0 89,153 60,322 28,831

定期航路
事業 559,518 599,517 1 0 1 1 0

特定環境
保全公共
下水道事業

155,378 155,377 1 0 1 1 0

後期高齢者
医療 515,300 510,039 5,261 0 5,261 4,526 735

小計 7,064,694 6,866,515 198,179 0 198,179 162,504 35,675
合計

（一般＋特別） 18,735,572 18,107,400 628,172 86,773 541,399 374,778 166,621

■歳入 ■歳出

26年度 11,638 11,400

27年度 11,167 10,853

28年度 11,615 11,348

29年度 11,649 11,431

30年度 11,671 11,2419,500

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500

13,000

26年度 27年度 28年度 30年度29年度

平成30年度　会計別決算状況

一般会計決算規模の推移

（単位：千円）

（単位：百万円）

平成30年度 決算の概要
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問  

市
民
は
報
告
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
央
共
同

調
理
場
調
理
業
務
の
債
務
負
担
行
為
に
対
し
て
、
議
案
上
程
に
至

る
ま
で
な
ぜ
市
民
に
意
見
を
求
め
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

答  

市
長　

今
回
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
場
面
場
面
で

は
説
明
し
て
理
解
を
得
ら
れ
て
き
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
戸

上
議
員
が
思
う
も
の
と
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
こ
の
段
階
で

は
、
事
後
に
つ
い
て
は
き
っ
ち
り
し
た
説
明
責
任
は
果
た
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
限
ら
れ
た
期
間
の
中
で
、
精
一
杯
、

関
係
者
の
声
は
聞
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長精

一
杯
関
係
者
の
声
を
聞
い
て
い
き
た
い

戸
上
健

中
央
共
同
調
理
場
調
理
業
務
の
債
務
負
担

行
為
の
市
長
の
所
見
は

・
議
案
質
疑
・

　各常任委員会に 22 議案と４請願が付託されました。常任委員会報告
　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
議
案
第
29
号　

鳥
羽
市
印
鑑
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
住
民
基
本

台
帳
法
施
行
令
の
一
部
改
正
等
に
伴

い
、
印
鑑
登
録
原
票
の
登
録
事
項
等

に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

〈
内
容
〉

●　

印
鑑
登
録
に
お
い
て
、
旧
氏
の
印

鑑
を
可
と
す
る
。

●　

登
録
事
項
か
ら
「
男
女
の
別
」
を

削
除
す
る
。））

問  

旧
姓
に
よ
る
印
鑑
登
録
や
登
録
事

項
か
ら
の
男
女
の
別
を
削
除
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
鳥
羽
市
内
で
以

前
か
ら
要
望
は
あ
っ
た
の
か
。

答  

旧
姓
に
よ
る
印
鑑
登
録
、
登
録
事

項
か
ら
の
男
女
の
別
の
削
除
と
も

に
要
望
は
な
か
っ
た
。

総務民生
委員会

文教産業
委員会

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
議
案
第
44
号　

指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
（
鳥
羽
市
立
海
の
博
物

館
）（
令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
５

年
３
月 

31 
日
ま
で
の
間
、
次
の
と
お

り
指
定
管
理
者
を
指
定
し
た
く
、
鳥

羽
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
第
５

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
。

●　

指
定
管
理
者
：
鳥
羽
市
浦
村
町
字

大
吉 

１
７
３
１ 

番
地
68

公
益
財
団
法
人　

東
海
水
産
科
学
協

会 

理
事
長　

石
原 

真
伊
））

問  

理
事
長
が
か
わ
っ
た
が
経
営
に
対

す
る
考
え
方
は
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

答  

理
事
長
は
学
芸
員
で
は
な
く
事
務

局
長
を
務
め
て
い
る
。数
字
も
見

な
が
ら
毎
月
入
館
者
の
動
向
を
説
明
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企
画
財
政
課

　

移
住
・
定
住
施
策
の
取
り
組
み
開

始
以
降
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
含

め
、
鳥
羽
市
へ
の
移
住
者
が
地
域
で

活
躍
す
る
様
子
や
、
移
住
者
の
受
け

入
れ
に
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

活
性
化
す
る
様
子
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
移
住
者
の
受
け
入
れ
に
対

す
る
機
運
も
地
域
で
徐
々
に
高
ま
っ

て
い
る
。
職
員
の
努
力
に
よ
り
成
果
と

し
て
表
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

議
会
と
し
て
高
く
評
価
い
た
し
た
い
。

 

農
水
商
工
課

　

農
業
振
興
鳥
獣
害
対
策
事
業
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
長
に
対
し

て
２
ヵ
年
継
続
し
て
提
言
を
し
、
予

算
を
拡
充
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
鋭

意
努
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

海
女
文
化
継
承
啓
発
事
業
に
つ
い

て
、
海
女
漁
業
の
更
な
る
振
興
を
図

り
、
後
継
者
不
足
の
解
消
に
つ
な
げ

る
「
海
女
さ
ん
応
援
事
業
」
で
は
、

35
人
の
新
人
海
女
が
誕
生
し
て
い
る
。

海
女
漁
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り

と
な
り
、
本
事
業
の
目
的
と
し
て
の

成
果
を
収
め
て
い
る
こ
と
は
、
議
会

と
し
て
も
高
く
評
価
を
い
た
し
た
い
。

 

学
校
教
育
課

　

寝
屋
子
の
島
留
学
事
業
に
つ
い
て

は
、
答
志
中
学
校
区
を
モ
デ
ル
地
区

と
し
離
島
留
学
の
実
施
に
向
け
、
留

学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
様
々
な

活
動
を
実
施
し
、
努
力
を
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
平
成
30
年
度
か
ら
家
族

留
学
１
組
を
、
令
和
元
年
度
か
ら
は

島
親
留
学
２
名
を
受
け
入
れ
た
。
こ

の
成
果
に
つ
い
て
も
、
議
会
と
し
て

高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

児
童
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
答

志
町
の
地
元
関
係
者
に
は
負
担
が
多

い
中
で
、事
業
が
う
ま
く
軌
道
に
の
っ

て
い
る
こ
と
は
地
元
関
係
者
の
努
力

の
賜
物
で
あ
り
、
議
会
と
し
て
も
深

く
感
謝
す
る
。

 

そ
の
他

　

観
光
課
が
芸
術
を
鳥
羽
市
へ
の
来

訪
目
的
と
す
る
た
め
「
鳥
羽
＝
ア
ー

ト
」
の
イ
メ
ー
ジ
付
け
や
、ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
作
品
制
作
・
滞
在
支
援
等
の

実
施
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
い
る
が
、
観
光
課
に
限
ら
ず
他
課

と
横
断
的
に
連
携
し
、
市
民
が
ア
ー

ト
を
楽
し
み
、
愛
着
が
持
て
る
よ
う

に
芸
術
を
活
か
し
た
鳥
羽
の
発
展
を

目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

常任委員会報告

提
言
書

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
今
年
度
も
提

言
書
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
提

言
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．  

鳥
羽
へ
の
移
住
・
定
住
応
援
事

業
に
つ
い
て
、
定
住
応
援
事
業

奨
励
金
の
次
年
度
以
降
へ
の
継

続
と
と
も
に
、
年
齢
制
限
な
ど

利
用
条
件
の
緩
和
及
び
奨
励
金

の
あ
り
方
を
検
討
し
、
更
な
る

利
用
及
び
定
住
の
促
進
に
結
び

付
け
ら
れ
た
い
。

２
．  

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
集
落
支
援
員
制
度
の
全
庁

的
か
つ
積
極
的
な
活
用
に
努
め

ら
れ
た
い
。

３
．  

市
内
に
お
い
て
は
、
今
後
更
な

る
空
き
家
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
空
き
家
改
修
補

助
制
度
の
見
直
し
も
含
め
た
空

き
家
活
用
の
方
策
を
探
求
す
る

と
と
も
に
、
市
営
住
宅
の
空
室

対
策
と
し
て
、
入
居
希
望
者
募

集
時
の
要
件
緩
和
な
ど
制
度
の

見
直
し
を
検
討
し
、
人
口
減
対

策
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
い
。

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
し
っ
か
り

経
営
い
た
だ
け
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
認
定
第
１
号　

平
成
30
年
度
鳥
羽

市
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
）

平成 29 年 10 月より市立化された海の博物館

予算決算
委員会
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人　

事

討　

論

常任委員会報告

答  

献
立
や
調
理
過
程
は
今
ま
で
と
同

じ
栄
養
教
諭
が
つ
く
る
。
委
託
業

者
の
調
理
管
理
責
任
者
と
連
携

し
、
同
じ
味
が
出
せ
る
よ
う
に
努

め
て
い
く
。

議
案
第
27
号　

令
和
元
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

戸
上 　

健 

議
員
《
　
反
　
対
　
》

　

南
川 

則
之 

議
員
《
　
反
　
対
　
》

　

瀬
﨑 

伸
一 

議
員
《
　
賛
　
成
　
》

　

坂
倉 

広
子 

議
員
《
　
賛
　
成
　
》

　

山
本 

哲
也 

議
員
《
　
賛
　
成
　
》

教
育
長
の
任
命
に
同
意

　

小こ

竹た
け 　

篤
あ
つ
し 

氏
（
再
任
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　

奥お
く
む
ら村 

楠く
す
は
る治 

氏

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

　

大お
お

久く

ぼ保 

有ゆ
う

規き 

氏

　

提
言
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

開
し
て
い
ま
す
。

（
議
案
第
27
号　

令
和
元
年
度
鳥
羽

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
））

問  

来
年
度
４
月
か
ら
の
民
間
委
託
開

始
に
間
に
合
う
の
か
。

答  

11
月
に
業
者
と
契
約
す
る
こ
と
で

間
に
合
う
。

問  

今
ま
で
栄
養
教
諭
が
味
見
を
し
て

鳥
羽
の
給
食
の
味
を
保
っ
て
き
た

が
、
民
間
委
託
後
も
同
じ
味
が
保

て
る
の
か
。

10 月 2 日提言書を市長に提出しました。

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

南
川
則
之

濱
口
正
久

瀬
﨑
伸
一

片
岡
直
博

奥
村　

敦

河
村　

孝

山
本
哲
也

中
世
古
泉

木
下
順
一

戸
上　

健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

坂
倉
紀
男

世
古
安
秀

26 令和元年度鳥羽市一般会計補正予算（第
６号） ９月４日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

× ○ ○ ○ ○

27 令和元年度鳥羽市一般会計補正予算（第
７号） 

10月２日

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

28 令和元年度鳥羽市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 鳥羽市印鑑条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 職員の分限に関する手続及び効果等に関す
る条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 鳥羽市職員給与条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 鳥羽市職員等の旅費に関する条例の一部改
正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 鳥羽市職員の退職手当に関する条例の一部
改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員別表決結果令和元年９月４日～ 10月２日会議 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権
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議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

南
川
則
之

濱
口
正
久

瀬
﨑
伸
一

片
岡
直
博

奥
村　

敦

河
村　

孝

山
本
哲
也

中
世
古
泉

木
下
順
一

戸
上　

健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

坂
倉
紀
男

世
古
安
秀

34 鳥羽市市税条例等の一部を改正する条例の
一部改正について

９月４日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○ ○ ○ ○ ○

35 鳥羽市手数料徴収条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 鳥羽市子どものための教育・保育に関する利
用者負担額を定める条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

37
鳥羽市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

38 鳥羽市保育所の設置及び管理に関する条例
の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

39 鳥羽市幼稚園の設置及び管理に関する条例
の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

40 鳥羽市立かもめ幼稚園預かり保育条例の一
部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

41 鳥羽市消防団条例の一部改正について
10月２日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
42 鳥羽市給水条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 工事請負契約の締結について（鳥羽市消防
庁舎建設工事） ９月４日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 指定管理者の指定について（鳥羽市立海の博物館）
10月２日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 平成30年度鳥羽市水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 教育長の任命について
９月13日

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
47 教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
48 公平委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定1 平成30年度鳥羽市一般会計及び各特別会計
歳入歳出決算認定について

10月２日

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定2 平成30年度鳥羽市水道事業会計決算認定に
ついて 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願3 義務教育費国庫負担制度の充実を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願4 教職員定数改善計画の策定・実施と教育予
算拡充を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願5 子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援
に関わる制度の拡充を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願6 防災対策の充実を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議3 新たな過疎対策法の制定に関する意見書の
提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議4 義務教育費国庫負担制度の充実を求める意
見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議5 教職員定数改善計画の策定・実施と教育予
算拡充を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議6 子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に
関わる制度の拡充を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議7 防災対策の充実を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
報告2 平成30年度鳥羽市健全化判断比率の報告について

報
告
に
つ
き
採
決
な
し

報告3 平成30年度鳥羽市定期航路事業特別会計資
金不足比率の報告について

報告4 平成30年度鳥羽市特定環境保全公共下水道
事業特別会計資金不足比率の報告について

報告5 平成30年度鳥羽市水道事業会計資金不足比
率の報告について

報告6 一般財団法人鳥羽市開発公社及び公益財団法人
鳥羽市武道振興会の経営状況の報告について

報告7  専決処分した事件の報告について（令和元
年度鳥羽市一般会計補正予算（第５号）） 

議員別表決結果令和元年９月４日～ 10月２日会議 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権



7 わたしの議会。

９月 10 日～９月 11 日に８人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の概要をお知らせします。

一般質問
これが問いたい  ● ここが聞きたい

※一般質問、議案質疑の原稿は議員本人の文責です。
日程 議員氏名 項目

９
月
10
日（
火
）

濱口正久
鳥羽市における児童虐待の現状と取り
組みについて
水産物のブランド化と取り組みについて
買い物弱者対策について

坂倉紀男

本市における地方創生と総合戦略について
少子高齢化と年金生活者施策、医療費、
介護費の増大について
救急救命と蘇生中止容認に向けた動向
について

浜口一利 鳥羽市の医療環境について
離島の救急救命体制について

瀬﨑伸一
長岡地区の防災・避難の中核施設とし
ての鳥羽市消防署南鳥羽出張所活用整
備について

日程 議員氏名 項目

９
月
11
日（
水
）

南川則之
職員定数管理計画及び行政改革推進プ
ランについて
市内で働く場の確保と入札制度の改善
について

山本哲也 鳥羽市の子育て支援策について

坂倉広子

防災・減災対策について
選挙における投票率向上への取り組み
について
小中学校における安全対策について
いじめ相談窓口の設置について

戸上健 保育所の給食調理民間委託問題について
会計年度任用職員制度問題について

濱口正久

問  

本
市
の
児
童
虐
待
相
談
件
数
、
相
談
対

象
者
の
種
別
、
年
齢
層
を
聞
き
ま
す
。

答  

健
康
福
祉
課
副
参
事　

平
成
30
年
度
の

相
談
対
応
延
べ
件
数
は
１
５
０
件
で
、
虐

待
相
談
対
象
者
は
23
人
、
関
係
機
関
と

の
個
別
の
ケ
ー
ス
検
討
会
議
の
開
催
回

数
は
６
回
で
し
た
。
今
年
度
は
、
報
道

等
の
影
響
も
あ
り
通
報
件
数
も
ふ
え
、
７

月
末
に
は
対
応
実
件
数
も
前
年
度
の
実

績
値
に
到
達
す
る
勢
い
で
す
。
内
容
的

に
は
重
篤
な
ケ
ー
ス
が
ふ
え
、
児
童
相
談

所
や
警
察
と
の
個
別
ケ
ー
ス
検
討
会
議

は
既
に
前
年
度
の
回
数
を
上
回
っ
て
い
る

状
況
で
す
。
種
別
は
、
虐
待
相
談
対
象

者
23
人
中
、
身
体
的
虐
待
13
人
、
ネ
グ

レ
ク
ト
※
２
人
、
心
理
的
虐
待
４
人
、
そ

の
他
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。年
齢
層
は
、

乳
幼
児
８
人
、
小
中
学
生
12
人
、
高
校

生
３
人
で
す
。

問  

虐
待
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
泣
き
声
を
聞

い
た
場
合
、
ど
こ
へ
連
絡
す
れ
ば
よ
い
の

で
す
か
。

答  

健
康
福
祉
課
副
参
事　

子
育
て
支
援
室

内
の
総
合
子
ど
も
相
談
ほ
っ
ぷ
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
緊
急
時
の
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
１
８
９
は
、
昼
間
は
南
勢
児
童
相
談
所

へ
、
夜
間
は
中
勢
児
童
相
談
所
へ
つ
な
が

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問  

通
告
の
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
か
。

答  

健
康
福
祉
課
副
参
事　

通
告
元
は
明
か

せ
な
い
旨
を
保
護
者
に
伝
え
る
こ
と
を

徹
底
し
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

※
ネ
グ
レ
ク
ト
… 

児
童
に
対
す
る
虐
待
と
し
て
は
育

児
を
放
棄
す
る
こ
と
。

健
康
福
祉
課
副
参
事

相
談
対
応
１
５
０
件
、

虐
待
相
談
対
象
者
は
23
人

児
童
虐
待
相
談
件
数
は

児童相談所全国共通ダイヤル189
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坂倉紀男

浜口一利

問  

こ
の
度
の
採
択
を
受
け
た
地
方
創
生
拠

点
整
備
交
付
金
は
、
事
業
の
出
発
点
で

あ
り
、
生
き
残
り
作
戦
の
始
ま
り
で
あ
る

と
認
識
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、
市
長
の

考
え
を
聞
き
ま
す
。

答  

市
長　

本
市
で
は
、
鳥
羽
海
藻
文
化
革

命
や
と
ば
び
と
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
中

央
公
園
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
海
女
文
化

の
継
承
活
用
な
ど
、
内
閣
府
か
ら
た
く

さ
ん
の
地
域
再
生
計
画
の
認
定
を
受
け
、

本
市
の
強
み
を
活
か
し
た
様
々
な
地
方

創
生
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
全

国
に
誇
れ
る
事
業
と
な
っ
た
漁
業
と
観

光
の
連
携
事
業
も
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
事

業
は
ま
さ
に
、
鳥
羽
市
の
生
き
残
り
を

か
け
た
作
戦
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
計
画
が
そ
れ
ぞ
れ
織
り
な

す
糸
の
よ
う
に
編
み
上
が
れ
ば
、
鳥
羽

市
の
持
続
可
能
な
将
来
の
た
め
の
重
要

な
取
り
組
み
に
な
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
一
人
一
人
が
社
会
参
画

し
、
活
躍
で
き
る
場
を
鳥
羽
で
も
ぜ
ひ
創

出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

問  

医
師
不
足
が
人
口
減
に
拍
車
を
か
け
る

な
ど
悪
循
環
に
陥
る
と
聞
く
が
、
本
市

の
現
状
を
聞
き
ま
す
。

答  

健
康
福
祉
課
長　

開
業
医
の
高
齢
化
と

人
口
減
少
に
伴
う
患
者
数
の
減
少
に
よ

り
、
開
業
医
の
診
療
所
も
減
少
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
人
口
減
少
は
、

診
療
科
目
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
10
年

間
で
市
内
診
療
所
の
患
者
数
も
約
27
％

減
少
し
ま
し
た
。

問  

拠
点
施
設
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
離

島
医
療
、
夜
間
医
療
に
対
応
で
き
る
体

制
へ
の
移
行
が
住
み
続
け
る
ま
ち
づ
く

り
に
は
大
切
で
す
が
、
医
療
環
境
に
つ
い

て
市
長
の
考
え
を
聞
き
ま
す
。

答  

市
長　

医
療
は
人
口
構
造
が
変
化
し
て

も
欠
か
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
従
来
の

市
立
診
療
所
の
枠
を
超
え
た
取
り
組
み

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

後
も
人
口
減
少
が
続
く
将
来
に
お
い
て
、

海
と
の
共
生
に
よ
る
経
済
成
長
と
産
業

発
展
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
よ
る

市
民
の
幸
福
実
感
向
上
を
目
指
し
、
本

市
の
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
多
く
の

分
野
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
進
め
、「
小

さ
く
て
も
真
珠
の
よ
う
に
き
ら
り
輝
く

鳥ま

ち羽
」
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問  

離
島
は
救
急
業
務
の
空
白
地
域
で
す
。

離
島
の
防
火
、
防
災
を
担
う
団
員
確
保

も
困
難
な
状
況
で
す
。
救
命
士
が
常
駐

し
団
員
と
の
協
働
で
地
域
の
安
心
安
全

を
守
る
体
制
と
し
て
、
離
島
分
署
の
設

置
の
考
え
は
な
い
で
す
か
。

答  

市
長　

以
前
か
ら
危
惧
し
て
い
る
所
で

す
が
、
救
命
士
の
配
置
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
救
命
率
の
向
上

に
は
、
地
域
住
民
と
行
政
の
役
割
を
互
い

が
認
識
し
、
今
後
も
他
県
の
状
況
等
を

検
討
・
分
析
し
、
地
域
住
民
の
安
心
安

全
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

市
長真

珠
の
よ
う
に
き
ら
り

輝
く
鳥
羽
に
つ
な
げ
て

市
長診

療
所
の
枠
を
超
え
た

取
り
組
み
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

事
業
へ
の
考
え
は

医
療
環
境
の
悪
化
へ
の
対
応
は

市
長

　

他
県
の
状
況
等
を
検
討
・
分
析
し
ま
す

離
島
分
署
の
設
置
の
考
え
は

地方創生拠点整備交付金事業で整備を行う鳥羽市民体育館等

朝熊山上空から撮影した鳥羽市
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南川則之

瀬﨑伸一

問  

市
内
で
働
く
場
の
確
保
は
急
務
で
す
。
中

小
企
業
経
営
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
振

興
、
育
成
の
経
営
環
境
基
盤
整
備
へ
の

施
策
展
開
を
鳥
羽
商
工
会
議
所
か
ら
市

に
要
望
し
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
三

重
県
へ
鳥
羽
市
か
ら
の
働
き
か
け
を
期

待
す
る
強
い
要
望
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
へ
働
き
か
け
を
要
望
す
る
も
の
の

一
つ
は
、
河
内
ダ
ム
関
連
事
業
の
受
注
促

進
要
望
で
す
。
ど
の
よ
う
に
要
望
し
て
い

ま
す
か
。

答  

建
設
課
長　

鳥
羽
河
内
ダ
ム
事
業
は
市

道
と
な
る
工
事
用
道
路
の
市
の
負
担
分

は
、
約
２
億
５
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
市
の
負
担
金
に
変
更
を
生
じ
な

い
よ
う
要
望
を
し
て
い
ま
す
。

答  

市
長　

地
域
内
で
経
済
が
回
る
よ
う
に
、

な
る
べ
く
市
内
業
者
に
受
注
が
行
く
こ

と
が
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
法
的
に
も

問
題
の
な
い
範
囲
で
県
に
も
要
望
を
し

て
い
ま
す
。

問  

消
防
署
南
鳥
羽
出
張
所
を
避
難
所
に
位

置
づ
け
、
松
尾
方
面
か
ら
相
差
方
面
へ

上
水
道
整
備
を
確
保
す
る
に
は
ど
の
よ

う
な
方
策
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

答  

水
道
課
長　

松
尾
方
面
か
ら
相
差
地
区

へ
新
た
に
管
を
布
設
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
大
坂
峠
よ
り
も
標
高
の
高
い
土

地
に
配
水
池
を
建
設
し
、
配
水
池
へ
水

を
上
げ
る
た
め
の
高
能
力
な
加
圧
ポ
ン

プ
場
の
建
設
も
必
要
で
す
。
標
高
が
低

く
な
る
相
差
町
内
で
は
途
中
に
減
圧
装

置
の
設
置
も
必
要
で
す
。
新
た
な
水
道

施
設
の
設
置
や
水
道
管
の
埋
設
等
多
額

の
費
用
を
要
し
、
水
道
事
業
経
営
に
与

え
る
影
響
も
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問  

送
水
管
布
設
、
最
大
海
抜
と
な
る
位
置

へ
の
タ
ン
ク
の
新
設
、
ポ
ン
プ
施
設
の
新

設
が
完
成
す
れ
ば
、
鳥
羽
に
お
い
て
防
災

の
先
進
地
区
と
な
り
、
発
展
の
起
爆
剤

に
な
り
得
ま
す
。
消
防
署
南
鳥
羽
出
張

所
を
防
災
・
避
難
の
中
核
施
設
と
し
て
、

着
手
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

問  

安
全
な
船
舶
航
行
の
た
め
の
加
茂
川
河

口
堆
積
土
砂
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫
と
中
之
郷
エ
リ
ア
の

商
業
機
能
港
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
要
望
し
て
い
ま
す
か
。

答  

副
市
長　

志
摩
建
設
事
務
所
や
県
庁
の

港
湾
・
海
岸
課
へ
も
要
望
し
て
い
ま
す
。

答  

市
長　

こ
の
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫に
つ
い
て
は
、
調
査
は

行
う
と
い
う
話
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

鳥
羽
商
工
会
議
所
と
の
協
議
に
よ
る
中

之
郷
エ
リ
ア
の
商
業
関
係
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
か
ら
も
話
し
合
い
は
常
に
持
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答  

市
長　

水
道
事
業
は
、
主
に
水
道
料
金

を
も
っ
て
経
営
に
当
た
る
独
立
採
算
制

に
よ
り
事
業
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
上

水
道
が
前
提
で
、
防
災
・
避
難
中
核
施

設
と
い
う
位
置
づ
け
を
行
う
の
で
あ
れ

ば
、
不
可
能
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
規

模
災
害
の
時
の
水
事
情
は
、
現
在
計
画

を
し
て
い
る
ル
ー
プ
化
が
最
も
費
用
が

か
か
ら
ず
、
安
心
感
を
求
め
ら
れ
る
計

画
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長

法
的
に
も
問
題
の
な
い
範
囲

で
要
望
を
し
て
い
ま
す

市
長

上
水
道
整
備
が
前
提
で
の

避
難
所
位
置
づ
け
は
不
可
能

働
く
場
の
確
保
に
つ
い
て

県
へ
の
働
き
か
け
は

消
防
署
南
鳥
羽
出
張
所
の
避
難
所

位
置
づ
け
と
上
水
道
整
備
を

鳥羽消防署南鳥羽出張所

河内農地防災ダム
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山本哲也

坂倉広子

問  

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
評

価
、
検
証
を
行
っ
て
き
た
結
果
出
た
課
題

や
問
題
点
を
聞
き
ま
す
。

答  

健
康
福
祉
課
副
参
事　

防
災
、
交
通
安

全
等
の
「
子
ど
も
を
守
る
環
境
づ
く
り
」、

「
児
童
虐
待
防
止
へ
の
取
り
組
み
」、「
周

産
期
・
小
児
医
療
の
充
実
」
等
の
住
民

の
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
優
先
的
な
対
応
が
必

要
で
す
。「
子
育
て
家
庭
へ
の
不
安
・
負

担
軽
減
の
支
援
」、「
教
育・保
育
の
充
実
」

等
は
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
施
策
と
言
え
ま
す
。

問  

妊
婦
歯
科
検
診
費
用
助
成
に
関
し
て
現

状
を
聞
き
ま
す
。

答  

健
康
福
祉
課
長　

県
内
で
は
約
半
数
の

市
町
が
妊
婦
の
歯
科
健
診
に
係
る
費
用

助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
費
用
の
助
成
等
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

問  

実
施
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

答  

健
康
福
祉
課
長  

妊
娠
中
に
歯
科
検
診
を

問  

登
下
校
時
の
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保

と
防
犯
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま

す
か
。

答  

学
校
教
育
課
長　

防
犯
対
策
は
、
青
少

年
育
成
会
を
は
じ
め
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
な
ど
の
地
域
の
協
力
と
青
少
年
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
が
連

携
し
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
見
守
り
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問  

通
学
路
の
危
険
個
所
の
把
握
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

答  

各
校
に
お
い
て
、
通
学
路
点
検
活
動
や

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
等
を
実
施
す
る
中

で
、
児
童
・
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者

の
視
点
で
把
握
し
て
い
ま
す
。

問  

不
審
者
情
報
は
、
ど
の
よ
う
に
関
係
機

関
と
情
報
連
携
し
て
い
ま
す
か
。

答  
学
校
教
育
課
長　

不
審
者
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
学
校
、
教
育
委
員
会
、
鳥

羽
警
察
署
、
総
務
課
防
災
危
機
管
理
室

が
連
携
し
、
と
ば
っ
子
メ
ー
ル
や
と
ば

受
け
る
こ
と
で
、
口
腔
衛
生
に
関
心
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
出
産
後
の
子
ど
も
の
む

し
歯
予
防
に
も
つ
な
が
る
こ
と
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
他
市
町
の
事
例
を
踏
ま
え
て

実
施
に
向
け
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

問  
子
育
て
応
援
条
例
や
子
育
て
応
援
宣
言

を
行
う
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答  

市
長　

今
後
も
市
民
と
一
丸
と
な
っ
て
子

育
て
を
応
援
し
て
い
き
た
い
こ
と
か
ら
、

一
層
の
気
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
宣
言
や
条
例
は
、
非

常
に
有
効
な
方
法
だ
と
考
え
ま
す
。

メ
ー
ル
な
ど
で
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

問  

安
全
対
策
、
防
犯
対
策
の
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
市
長
の
所
見
を
聞
き
ま

す
。

答  

市
長　

自
助
・
共
助
、
備
え
の
大
切
さ

と
い
っ
た
も
の
は
、
地
域
共
生
社
会
と
合

致
す
る
と
思
い
ま
す
し
、
防
犯
、
交
通
安

全
、
防
災
、
全
て
の
テ
ー
マ
に
共
通
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。
児
童
・
生

徒
の
安
全
・
安
心
は
ま
ず
地
域
が
守
る

と
い
う
考
え
の
も
と
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長

実
施
に
向
け
て

検
討
し
た
い

市
長

地
域
が
守
り
、
関
係
機
関

と
連
携
し
進
め
た
い

妊
婦
の
歯
科
検
診
費
用
助
成
は

児
童
・
生
徒
の
安
全
・
防
犯

対
策
は

子育て支援センターの取り組み

通学中の子どもたち
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戸上　健

問  

保
育
所
の
給
食
調
理
を
民
間
委
託
す
る

と
い
う
報
告
が
出
て
い
る
が
、
市
民
の
要

望
は
出
て
い
ま
す
か
。

答  

市
長 

特
に
市
民
世
論
と
な
っ
て
は
聞
い

て
い
ま
せ
ん
。

問  

保
育
所
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
は

改
め
て
今
の
時
点
で
吟
味
し
直
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
市
長
の
見

解
を
聞
き
ま
す
。

答  

市
長　

ま
だ
検
証
は
済
ん
で
い
ま
せ
ん

の
で
、
検
証
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
を
見
て
判
断
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
声
は
広
く

聞
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問  

２
０
２
０
年
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
が
導
入
さ
れ
、
鳥
羽
市
の
非
正
規

職
員
で
あ
る
嘱
託
職
員
、
臨
時
職
員
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
市
の
行
政
運
営

に
と
っ
て
非
正
規
職
員
の
存
在
な
く
円

滑
な
市
政
運
営
業
務
は
で
き
な
い
の
で

は
な
い
で
す
か
。

答  

副
市
長　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
円
滑
に

業
務
を
運
営
し
、
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
嘱
託
職

員
並
び
に
臨
時
的
任
用
職
員
の
存
在
は
大

き
く
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

問  

今
の
待
遇
が
後
退
し
て
は
な
ら
な
い
と

参
議
院
総
務
委
員
会
の
附
帯
決
議
で
は

ど
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
ま
す
か
。

答  

総
務
課
長　

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

移
行
に
あ
た
っ
て
は
不
利
益
を
生
じ
る
こ

と
な
く
適
正
な
勤
務
条
件
の
確
保
が
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。

市
長聞

い
て
い
ま
せ
ん

保
育
所
民
間
委
託
の
要
望
は

好評のきゅうしょくしんぶん

副
市
長

　

存
在
は
大
き
く
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す

臨
時
・
嘱
託
職
員
の
役
割
は

　市議会では、「市議会議員」としての年賀状を自粛することを申し合わせておりますので、
市民の皆様のご理解をお願いいたします。

年賀状の自粛申し合わせについて

　７月 16 日に２回目となる鳥羽旅館組合女将あこや会との
ＴＯＢＡミライトークを開催しました。

　広報広聴委員会で協議し、議会運営委員会に報告しました。
　当日出された意見は議員活動の参考といたします。

ＴＯＢＡミライトーク
開 催 中 ！

ＴＯＢＡミライトークの詳しい内容や申込用紙は市議会ホームページをご覧ください。
http://www.city.toba.mie.jp/gikai-shomu/tobamiraitalk.html TOBAミライトーク 検 索

テーマ  産業振興、雇用

参加人数  ６人
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│
た
く
さ
ん
の
飲
食
店
を
経
営
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
飲
食
業
を
目
指
し

て
い
た
の
で
す
か
。

　

実
家
が
石
鏡
で
両
親
が
釣
り
船
、
民
宿
を

や
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
商
売
が
幼
少
期
の
頃

よ
り
身
近
に
あ
り
ま
し
た
。
私
が
高
校
生
の

頃
、
父
親
が
亡
く
な
り
、
環
境
が
一
変
し
た

こ
と
に
よ
り
一
度
は
商
売
を
あ
き
ら
め
て
会

社
員
と
な
り
ま
し
た
が
夢
を
あ
き
ら
め
ず
近

鉄
を
退
職
し
て
起
業
を
目
指
し
て
飲
食
店
で

働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

│
県
外
在
住
の
里
中
さ
ん
か
ら
見
た
鳥
羽
の

魅
力
は
ど
こ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　

ま
ず
は
、
海
を
は
じ
め
と
し
た
自
然
で
す

ね
。
豊
富
な
海
産
物
は
ど
こ
に
も
引
け
を
取

ら
な
い
財
産
だ
と
思
い
ま
す
し
海
女
を
含
め

て
歴
史
と
文
化
は
世
界
に
も
誇
れ
る
も
の
で

す
。
実
際
に
故
郷
を
離
れ
て
魚
介
類
を
購
入

す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
き
に
値
段
に
び
っ
く

り
し
て
、
改
め
て
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。

│
最
後
に
、
鳥
羽
市
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

私
自
身
も
月
に
一
度
は
鳥
羽
へ
帰
る
よ
う

に
し
て
ま
す
し
、
地
元
の
祭
り
に
も
積
極
的

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
自

慢
の
故
郷
を
盛
り
上
げ
守
る
こ
と
を
出
来
る

よ
う
に
微
力
な
が
ら
外
部
か
ら
鳥
羽
魂
を
持

つ
一
人
と
し
て
発
信
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

編 集 後 記
９月会議では、平成 30 年度の決算認定に関わる協議を４日間（９
時から 17 時）しっかりと議論させていただきました。協議終了後
には、毎日、議員間で事業のふりかえりを行い、事業改善すべき
点や少ない予算にメリハリをつけて市民の生活向上に繋がるよう
に、議会の総意として、提言書にまとめ執行部へ提出させていた
だきました。詳しい内容は YouTube 等でもアップしておりますの
で視聴していただければ幸いです。
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広報広聴委員会 委員長　　山本哲也
副委員長　濱口正久
委員　　　南川則之
委員　　　奥村　敦
委員　　　河村　孝
委員　　　木下順一
委員　　　浜口一利


